
 

0 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人和歌山県共同募金会 

平成２９年３月２７日 
 
 



 

1 

 

 
 

 

目 次 

 
 
 

■広報・募金・助成活動 展開イメージ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
 

■広報事業 共同募金７０周年事業への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
 

     共同募金７０周年広報事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
 

■募金事業 年間を通じていつでもどこでも共同募金に寄付ができる環境づくり・・・・・・・・・５ 
 

     （表１）期間拡大による新たなテーマ型募金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 
 

（表２）企業や商店との協働による寄付金付き商品開発・・・・・・・・・・・・・・・６ 
   

■助成事業 平成２９年度助成計画方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

2 

 

▼年間を通じていつでもどこでも寄付ができる環境づくり 

           ～新しい募金へのチャレンジ～ 

・テーマ型募金への取り組み  ・寄付金付き商品の開発 

          ～従来の募金を見直し～ 

            ・赤い羽根自販機の設置 

 

▼平成 29 年度助成計画方針 

～新しい助成へのチャレンジ～ 

・重点テーマへの取り組み 

～従来の助成を見直し～ 

・共同募金活性化への取り組み 

和歌山のみんなで 

和歌山の町を良くしよう 

 

住民の方 

企業 

学校 

団体 

NHK 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

・助成内容と成果 

・広報素材の統一化 

・和歌山県らしさ 

 広報・募金・助成活動 展開イメージ 

基本コンセプト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福祉施設 

福祉団体 

NPO 

▼赤い羽根共同募金 70 周年広報 

～共同募金ってどんなことに使われているの～ 

・共同募金使い途ＰＲ事業 

・70 周年記念イベント開催 

課題 

・期間拡大への取組 

 

課題 

・申請時期の統一 

・報告書統一と 

成果の積極的ＰＲ 
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広報事業 

  
 
 

 
 
 
■赤い羽根共同募金運動は平成 29 年度 70 周年の大きな節目を迎えます。 

    
■これを契機に、記念事業を開催し、県民の皆様に赤い羽根共同募金の使い途を知って頂き、理解して頂くことにより、共同募金の 
運動性の再生を目指します。 
 
共同募金の現状 「赤い羽根共同募金」は知っている。募金をしたこともある。でも「何に使われているか知らない」 
           平成 8 年をピークに募金額は減少の一途。 
共同募金の課題  Ｈ１５年データベースはねっと導入。47 都道府県全市区町村での助成事業が全て網羅された、使い途の 
           明確な公表を行うシステム構築。「透明性の確保」は大きく前進。 

しかし「何に使われているか知らない」という意見を払拭できずにいる。 
 

共同募金実績の減少には様々な要素があると思われるが、災害義援金等「目的が明確」な募金への協力は
非常に理解を得ており、大きな募金額となっている。 

  平成 27 年度赤い羽根共同募金 募金実績   約 184 億円 
               平成 28 年熊本地震災害義援金 義援金実績  約 473 億円 
 

   今後の事業展開 これまでは募金額の増強を大きな課題として取り組んできたが、上記の状況を踏まえ、 
これを契機に、共同募金としては何のために募金を集めるのかを明確にし、使い途を県民(寄付者)に知って 

          頂くことを最優先課題として、共同募金が理解を得られる運動に再生するための事業展開をしていきたい。 
又、広報・募金・助成事業全ての活動テーマとして、記念事業に終わらず、継続性のある展開をしていく。 

  参考  中央共同募金会 70 年答申 
○共同募金は、地域住民や関係機関・団体との協働による地域課題や社会課題解決を図る「運動性」を有し、以下の機能を発揮する。 

①地域課題解決の必要性の地域への提起 

②地域住民の地域課題解決への理解と共感に基づく主体的参加、募金への協力促進 

③地域課題解決の活動や募金参加による満足感や達成感向上を通じての一層の協力拡大 

④募金運動を通じた団体の育成、組織力の向上 

⑤地域住民や団体等との協働による地域の福祉力向上 

⑥地域住民と団体をつなぐ、新たなネットワークの創造 

○共同募金は単に寄付を集めるための運動ではなく「地域福祉の推進」と「寄付文化の発展」を図る運動である 

○70 年の間に徐々に失われた共同募金の運動性を再生し募金運動を活性化する必要がある 

○募金運動の活性化により募金実績の増加を図り、今後増大する福祉課題解決のための資金ニーズに対応する 

 
共同募金70周年事業への取り組み 

 
基本コンセプト  
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共同募金70周年広報事業 

 
基本コンセプト  

 

 

 

 
 

 
 

共同募金使い途ＰＲ事業 
(広報・啓発) 

  
 

70周年記念イベント開催 
（タイトル・詳細未定） 

 

  
 
 

   
 
 

  

 
 ▼広報内容  
  ・共同募金の使い途 

 「○○施設に○○円を助成しました」ではなく、ストーリー性のあ 

る構成の工夫など（どんな活動を行っている施設で、活動の中で 

どんな課題があって、共同募金で何が解決できたのか）寄付者の 

気持ちに届く広報 

また、和歌山県の地域課題をテーマに、何のために募金を集める 

のかを明確にした広報 

  ・ご協力に対する感謝 
    募金や啓発等共同募金運動にご協力いただいた団体や企業 

の社会貢献活動を幅広くＰＲ 

 ▼広報の方法等 
  ・テレビやラジオ・新聞等報道機関との連携 

スポット放送等に加え広報頻度を上げ、報道機関との連携強 

化による継続的な広報をする。 

  ・和歌山県らしさを出す 
    広報資材等媒体の統一によるインパクト強化 

県独自広報資材の作成 

 ・和歌山県運動テーマの設定 
    和歌山県の地域課題を軸に、運動目的を明確に活動を進め 

     る 

  ・県下各地域の広報 
    県内市町村共募との連携(シリーズ広報・リレーブログ等) 

 
▼運動開始時だけでなく、継続的な広報を実施 

 
▼ 開催日時 平成29年10月1日（日）予定 
▼ 開催場所 未定 

    Ｈ28年度運動開始セレモニー後に関係機関及び参加者にアンケ 

ート実施の結果、例年開催のＪＲ和歌山駅前から休日の集客の 

見込めるショッピングセンター等への変更を検討中 

 ▼ 開催趣旨 
   ・共同募金の使いみちの広報 
   ・県民の皆様に、ご協力の感謝 
 ▼ 開催内容 未定 
   ・運動開始セレモニー等 
   ・「募金活動」から「啓発活動」に重点を置いた 
    イベント内容を検討 
   ・特別助成(テーマ未定) 
 
 

 

▼開催日時 平成18年10月8日(日)11時～16時                

▼開催場所 和歌山会場オークワパームシティ田辺会場オークワパビリオンシテｲ

▼開催趣旨 ・県民の皆様に対し、日頃のご協力に感謝の意を表す  

・共同募金の趣旨、地域福祉への貢献を理解して頂く 

・募金の増強・地域福祉の更なる向上を目指す。 

▼開催内容 ・運動開始セレモニー・表彰式 

・特別番組実施・生中継 

・絵画・写真コンクール 

・特別助成実施「防災・見守り」 

～参考～  60 周年記念事業「ハートフルフェスタ 2006in わかやま」開催 
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募金事業 

 
年間を通じていつでもどこでも共同募金に寄付ができる環境づくり 

～期間拡大に伴う今後の取り組み～ 
基本コンセプト  

 
 

 
   ■全国一斉に運動期間が３月３１日まで拡大され、１０月から１２月は従来の取り組み、１月から３月の延長期間をテーマ型 
     募金等の新たな募金活動が実施できる期間となります。 
   ■県内の社会福祉課題を解決するための取り組みとして、延長期間を活用した新たな募金や従来の募金手法を一部見直しすることで 
     募金額が減少する中、共同募金の活性化が期待できます。 

  
  テーマ型募金等への取り組み 
 
 ～新しい募金へのチャレンジ～ 

  
  共同募金活性化への取り組み 
 

～従来の募金を見直し～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

   
 
 

  

 
▼ 使い途を明確にした募金活動を実施 

 
・期間拡大による新たなテーマ型募金 

 
      NPO等が直接寄付を呼びかけ（受配者指定） 
    地域課題をテーマに募金(使途限定) 

  「こんな課題を解決したい！」という明確な目的のある 

   福祉団体が活動に必要な資金を自ら共同募金として寄付 

を募り、課題の解決に取り組む 

寄付者は福祉課題となるテーマを選択し主体的に募金 

共同募金会は、期間外の実施により、新たな募金開発 

（参考資料Ｐ６表１） 

  ▼ 寄付者の生活スタイルに合わせた募金手法開発 
  
    ・企業や商店との協働による寄付付商品開発 
     

例えば自社製品の商品を、寄付金付き商品として販売。売上 

に応じた寄付を行う。本業を生かした社会貢献ができ、共同 

募金の信頼感による商品イメージのアップや販促の期待がで 

きる。            （参考資料Ｐ６表２） 

 
  ▼ 年間を通した募金を推進 
     ・赤い羽根自動販売機の設置 
     ・運動期間外の募金箱を自動販売機に切り替え 
    Ｈ29年1月現在県内41台設置 

年間募金実績 約80万円 （1台年間約2万円） 

過去10年間の減少額平均年間300万円をカバーするためには 

目標設置台数 150台 

  ▼ イベント募金の見直し 
   ・体験型ブースの設置等 

イベントの際に、「募金を募る」だけではなく使い途の紹

介体験等に親しんでもらうことで共同募金への理解を深め

る 

  ▼ 企業等への協力依頼の見直し 
   ・企業の協力内容意向や・ﾒﾘｯﾄを考慮した取組 
     企業の社会貢献活動をＨＰや報道機関との連携により広報 
   ・ＤＭの内容見直し  
     使い途のＰＲを充実させ、共同募金への理解を深めて貰い、

募金への協力に繋げる 

       Ｈ28年度ＤＭ送付数約3900件  

       Ｈ29年度ＤＭ送付数約10000件追加予定 

   ・協力企業へのｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰを市町村共募と連携 
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NPO 

ボランティア 社協 当事者団体 

（表１）期間拡大による新たなテーマ型募金  

NPO やボランティ団体自らが、活動や解決しようとする課題を 

地域住民に直接訴えながら募金活動を行う。 

 

 

 

   個々の団体の活動内容を 

   申請し募金テーマ設定 

 

 

 

審査を受けた各団体が丁寧に活動の必要性を説明し、 

共同募金への寄付を依頼する。 

 

 

 

 

 

 

活動テーマにより応援したい団体を選択して募金 

（表２）企業や商店との協働による寄付金付商品開発 

企業や商店との協働により、寄付付き商品を販売、売上に応じた 

寄付を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県共同募金会 

寄付者 寄付者 
寄付者 
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助成事業 

 
平成29年度助成計画方針 

 
基本コンセプト 

 

 
 

 
  ■最近の募金傾向をみると、募金目標額と実績の乖離も大きく全般的には減少傾向にあります。実績の減少には様々な要素があると 

思われますが、災害義援金等緊急性又は目的が明確な募金は全国的にも寄付者の理解を得て大きな募金額となっています。 
 
  ■寄付者に対して「使い途を明確にした募金活動」を実施することで、助成事業の透明性を確保し、「何に使われているか知らない」 

といった意見を払拭できるように、共同募金の運動性の再生を目指します。 
  
 ■共同募金 70 周年の大きな節目を契機に、助成事業についても地域が抱える課題解決の取り組みを重点的に実施し、従来から実施し 

てきた取り組みを見直しすることで、共同募金の活性化が期待できます。 
  

重点テーマへの取り組み 
 

～新しい助成へのチャレンジ～ 

  
共同募金活性化への取り組み 

 
～従来からの助成を一部見直し～ 

 

  
 
 

   
 
 

  

 
  ▼ 70周年記念特別助成          7,000千円 
   ・地域の見守り活動や災害への備え等 
    ・地域の募金活動への感謝と共同募金は自分の町を良く

するしくみであることを実感して頂ける助成 
 
  ▼ 重点課題への取り組み 

☆安心安全                1,500千円 
    ・福祉施設等の福祉避難所運営訓練災害対策への支援 
    ☆高齢化                 3,000千円 
    ・孤立防止や健康づくり支援 

・福祉施設等の高齢化対策 
    ☆青少年・子どもの育成          4,000千円 
    ・子どもたちの健やかな成長促進や孤立防止の支援 
    ・福祉施設等での安全対策 
    ☆地域課題に取り組むNPO活動支援     3,000千円 
     地域の課題をテーマに活動する団体支援 

 
  ▼ 助成申請の時期を統一 

・9月申請に募集時期を見直しすることにより、申請から交付まで 
 の期間を短縮 

 
  ▼助成事業終了後の報告書を統一･成果を公表し積極的にPR
   ・助成施設団体の共同募金の使い途を地域住民の方に積極的に 

ＰＲするため、成果報告を徹底（書式の統一） 
 
  ▼ 従来の助成を見直し          ▲10,000千円 
   ☆福祉施設改修助成終了(Ｈ26年度から3か年実施)   
    ・特別枠で実施してきた施設改修は一定の成果を報告し、 

平成29年3月3日28年度で終了。以降は通常助成枠で継続 
   ☆福祉団体の事業運営助成は3か年を限度として支援。 
    但し、上限額を1年目3/3、2年目2/3、3年目1/3とする。 
  ☆その他従来からの障がい者自立支援等の助成については必要性 
    等を鑑み通常助成枠で継続 
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